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■
協
働
や
地
域
づ
く
り
に
向
け
意
見
交
換

■
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

■
公
共
施
設
の
あ
り
方
　
委
員
会
が
答
申

市
民
の
皆
さ
ん
に
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
区
な

ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

１
月
25
日
、
堀
金
総
合
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
区
の
関
係
者
や
市
民
等

約
３
3
０
人
が
参
加
。
基
調
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
自
治
の
理
念
や
ル
ー
ル
を
定

め
る
「
市
自
治
基
本
条
例
」（
仮
称
）

の
制
定
に
向
け
、
第
１
回
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
１
月
31
日
、
堀
金
支

所
で
開
催
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
考
え
方
や
市
民
参
加

の
仕
組
み
な
ど
を
市
民
一
人
ひ
と
り

に
主
体
的
に
考
え
て
も
ら
い
、
よ
り

実
践
的
な
自
治
基
本
条
例
に
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
開
い
た
も
の
で
す
。

市
公
共
施
設
評
価
専
門
委
員
会

（
髙
木
直
樹
委
員
長
）
は
、
6
月
に

諮
問
さ
れ
た
「
公
共
施
設
再
配
置
計

画
基
本
方
針
（
素
案
）」
へ
の
意
見

を
ま
と
め
2
月
4
日
、
本
庁
舎
で
宮

澤
市
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
旧
5
町
村
時
代
に
整
備

し
た
公
共
施
設
で
、
用
途
や
目
的
が

重
複
す
る
施
設
や
耐
用
年
数
を
迎
え

る
施
設
の
再
配
置
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
た
め
、
外
部
の
有
識
者
で
構

基
調
講
演
で
は
「
み
ん
な
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
、
松
本
大

学
総
合
経
営
学
部
教
授
の
白し
ら
と戸
洋ひ
ろ
しさ

ん
が
講
演
。
事
例
を
交
え
な
が
ら
地

域
の
役
割
が
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

と
し
、
地
域
づ
く
り
に
「
行
動
す
る

こ
と
で
自
分
の
意
識
に
変
化
が
起
こ

る
」
と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
区
長
や
市
民
活
動

団
体
の
代
表
、
学
生
な
ど
が
地
域
で

こ
の
日
は
市
内
4
つ
の
高
校
か
ら

推
薦
さ
れ
た
生
徒
を
は
じ
め
、市
民
、

職
員
な
ど
90
人
が
参
加
。
自
治
基
本

条
例
に
つ
い
て
の
講
話
や
グ
ル
ー
プ

討
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

講
話
で
は
松
本
大
学
総
合
経
営
学

部
教
授
の
木
村
晴は
る
ひ
さ壽
さ
ん
が
、
条
例

制
定
の
背
景
や
必
要
性
に
つ
い
て
説

明
。「
市
の
自
立
し
た
行
財
政
運
営

に
向
け
て
、
何
を
削
り
、
何
を
残
す

か
施
策
の
判
断
に
市
民
の
参
画
が
求

成
す
る
同
委
員
会
へ
意
見
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

答
申
で
は
市
が
素
案
に
示
し
た
方

針
を
妥
当
と
し
た
上
で
、
設
置
目
的

や
老
朽
の
度
合
い
、
利
用
率
、
地
理

的
条
件
に
よ
り
施
設
の
必
要
性
を
判

断
す
る
こ
と
、
一
つ
の
施
設
に
複
数

の
役
割
を
持
た
せ
て
い
く
こ
と
な
ど

を
提
案
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

来
館
者
の
少
な
い
美
術
館
な
ど
の
統

廃
合
や
、
小
中
学
校
の
通
学
区
域
の

め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
市
民
、

議
会
お
よ
び
行
政
の
役
割
や
責
務
を

明
確
に
し
た
自
治
基
本
条
例
を
制
定

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
と
話
し

ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
6
月
ま
で
全

6
回
の
日
程
で
行
わ
れ
、
討
議
内
容

を
ま
と
め
市
に
報
告
し
ま
す
。
市
で

は
、
報
告
内
容
を
条
例
案
に
生
か
し

平
成
28
年
度
中
を
目
途
に
制
定
す
る

予
定
で
す
。

の
交
流
促
進
や
活
性
化
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
市
区
長
会
と

共
催
に
よ
る
「
地
域
を
考
え
る
研
究

集
会
」
も
同
会
場
を
主
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
区
長
や
区
の

役
員
の
皆
さ
ん
は
、
区
の
運
営
や
防

災
、
高
齢
化
な
ど
地
域
で
抱
え
る
共

通
の
課
題
に
つ
い
て
、
事
例
発
表
や

分
科
会
を
行
い
、
解
決
に
向
け
た
情

報
交
換
を
し
ま
し
た
。

見
直
し
、
空
き
教
室
を
児
童
館
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
計
画
を
進
め
る
た
め

の
調
整
役
と
な
る
部
署
の
創
設
や
市

民
と
の
合
意
形
成
を
十
分
行
う
こ
と

も
求
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
答
申
内
容
を
踏
ま
え
基

本
方
針
を
決
定
し
た
上
で
、
平
成
27

年
度
以
降
、
計
画
を
策
定
し
、
施
設

等
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

パネルディスカッションの様子

ワークショップで意見交換する委員の皆さん

宮澤市長に答申内容を説明する髙木委員長

市営入浴施設等の
営業変更について

安曇野しゃくなげの湯
オープンを平成 28 年 10 月に延期

市民の福祉と健康推進、穂高温泉郷の観光拠点
とするなどを目的に計画を進めてきた「安曇野
しゃくなげの湯」について、建設工事の入札不落
が２度生じたため、現在、入札不落に対応した設
計図面の見直しを行っています。施設のオープン
は平成 28 年 10 月を目途に取り組んでいます。

市営長峰荘・しゃくなげ荘
4 月以降の営業について

市が所有する宿泊施設のうち、次の 2 施設につ
いては、管理・運営を行う指定管理者を募集し、
新たな営業に向けて準備を進めています。今後、
各施設で提供するサービスなど詳細については、
別途、広報などでお知らせします。

①市営長峰荘
本年 3 月末に現指定管理者と契約満了になる

ことから、指定管理者の募集を行いましたが、
応募等がありませんでした。このため、日帰り
入浴施設として再度募集し、議会の議決等必要
な手続きを進め、4 月以降の営業に向けて取り
組んでいます。
②市営しゃくなげ荘
「しゃくなげ荘」は、「安曇野しゃくなげの湯」

のオープン前まで、現指定管理者が運営継続の
予定でしたが、利用者減による業績不振などの
ため、運営を辞退したいとの申し出がありまし
た。このため、市では 4 月以降は日帰り入浴施
設として、新たな指定管理者の募集などの手続
きを進めています。

市民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますがご理
解、ご協力をお願いします。

問穂高支所内観光交流促進課
482・3131 ㈹ 682・6622

お知らせ


